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1.はじめに 

 多環芳香族炭化水素(PAH)は、有機物の不完全燃焼や熱分解過程で生成し、大気中に遍在している。一方、
植物は大気中の半揮発性有機汚染物を除去して、体内で貯蔵・代謝することにより、多環芳香族炭化水素の

環境運命と循環過程に影響を及ぼすことが指摘されている。本研究では、東京都郊外森林域における林内お

よび林外の大気中 PAH の観測を行い、大気中 PAH の森林樹冠による捕捉効果について検討した。また、森
林樹冠への PAHの乾性沈着速度を見積もったので結果を併せて報告する。 
2.  実験方法 
 2005年 9月から 2006年 8月まで、東京農工大学 FM多摩丘陵(八王子市)に自生するコナラ林の内部(以下、
林内)と外部(以下、林外)において、ハイボリュームサンプラーを用いて 10 µm 以下のエアロゾル(SPM)を同
時採取した。有害性の高い 4 環以上の PAH は主にエアロゾルに吸着して存在するため、SPM を石英繊維フ
ィルターに流量 500 L min-1で 24時間毎に吸引捕集した。試料はジクロロメタン抽出後、固相抽出によりクリ
ーンアップし、蛍光検出器付き HPLCで PAH 7種(4環; FL:フルオランテン、PY: ピレン、 5環;BkF: ベンゾ
[k]フルオランテン、 BaP: ベンゾ[a]ピレン、 PER:ペリレン、6 環;Bghi: ベンゾ[ghi]ペリレン、 IP: インデ
ノ[1,2,3-cd]ピレン)を定量した。 
3.結果と考察 

 観測期間中に採取した林内および林外の大気中 PAH の平均濃度(n=31)は、FL: 0.87 /1.11、 PY: 1.04 /1.29、
BkF: 0.32 /0.42、BaP: 0.36 /0.42、PER: 0.21 /0.25、Bghi: 0.61/0.80、IP: 0.04 /0.06 (林内 pmol m-3/林外 pmol m-3)
であった。PAHの組成比は林内と林外でほぼ変わらず、4環の FLと PY で全 PAH の約 50%を占めていた。
図１に、林内および林外の大気中 PAH濃度(PY、BkF)の季節変化を示した。大気中 PAHは林内、林外ともに
冬季に高濃度であり、その変動は半揮発性の PYと非揮発性の BkFで類似した傾向を示した。一方、SPM濃
度は夏季に高濃度であり、PAHとは異なる変動を示した。また、年間を通して PAHおよび SPM濃度は林外
に比べて林内の濃度が低く、その差は PAH 濃度が高く植物の落葉期にあたる冬季に顕著であった。大気中
PAH および SPM 濃度が林外に比べて林内で低い原因として、森林樹冠による捕捉が考えられる。林内(Cin)
と林外(Cout)の大気中濃度差 (Cout-Cin)の PAHが、森林樹冠によって捕捉されたものとみなすと、乾性沈着量(フ
ラックス)は次式により求められる。 
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L は吸引流量、S は樹冠面積である。また、一般に
乾性沈着量 Dは次式より見積もることができる。 
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ここで、Cは大気中濃度、Vdは乾性沈着速度である。

C を林外の大気中濃度とすると、(1)，(2)式より、 

! 

(C
out
"C

in
) = (S /L)V

d
#C

out
 (3) 

(3)式より、林外の大気中濃度 Cout と大気中濃度差 
(Cout-Cin)との回帰直線の傾きとして、無次元乾性沈
着速度(Vd’ = (S/L)Vd)を算出した。その結果、BaPと
PER以外の PAH で、両者に高い正の相関(相関係数
r > 0.722)が得られた。なお、Vd’値は乾性沈着速度と
樹冠面積の関数である。Vd’値は 0.22 (PY)~0.30(IP)
の範囲であり、揮発性が低い PAHほど Vd’値は大き
かった。さらに、Vd’値を季節毎に算出したので、発
表時には大気中 PAH の森林樹冠への沈着過程に及
ぼす影響因子について検討した結果を報告する。 

Figure 1  Concentration of particle-associated PAHs 
in the ambient air outside and inside Konara 
(Quercuss serrata) forest in the sampling period of 
2005 and 2006. 


